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Ⅰ 学力調査実施の概要 

 

 １ 調査の趣旨 

   本市児童生徒の学力の実態を把握するとともに、課題を明らかにして学習指導の 

  改善を図ることにより、確かな学力を育成する。 

 

 ２ 調査対象 

   小学校 第２～６学年 

   中学校 第１～２学年 

 

 ３ 調査実施日 

   小学校 : 令和７年１２月１６日（火） 

   中学校 : 令和８年 １月 ９日（金） 

 

 ４ 調査教科及び調査時間 

   小学校：第２～６学年  国語（４０分）、算数（４０分） 

   中学校：第１～２学年  国語（４５分）、数学（４５分）、英語（４５分） 

※出題範囲は、当該学年で学習した内容 

   

 ５ 使用検査紙 

   「標準学力調査」（東京書籍株式会社） 

 

 ６ 調査人数 

 

 

 
 

 

国 語 算数・数学 英 語 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

小学校 8,841 93.0 8,839 92.9 ― ― 

中学校 3,113 92.0 3,120 92.2 3,113 92.0 

 

合  計 

 

11,954 92.5 11,959 92.6 3,113 92.0 

 



Ⅱ　学力調査結果の概要（経年比較）
※全国値の正答率を50.0とした場合の換算値

１　小学校（上尾市全体）　
（１）同学年比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和７年度 49.1 48.5 48.3 48.6 48.3 48.1 50.0 49.5 51.1 49.7 48.0 47.6
令和６年度 49.4 49.0 49.7 50.6 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3 48.4 48.2
本年度増減 -0.3 -0.5 -1.4 -2.0 -2.0 -0.4 0.2 0.0 2.3 1.4 -0.4 -0.6 

（２）同グループ比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数
令和７年度 48.3 48.1 50.0 49.5 51.1 49.7 48.0 47.6
令和６年度 49.7 50.6 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3
本年度増減 -1.4 -2.5 -0.3 1.0 1.3 0.2 -0.8 -0.7 

２　中学校（上尾市全体）
（１）同学年比較

国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語

令和７年度 50.7 51.4 52 50.7 51.2 51.8 50.7 51.6 52.2
令和６年度 51.4 51.3 50.1 51.4 50.7 50.2 51.3 51.9 50.0
本年度増減 -0.6 0.1 1.9 -0.7 0.5 1.6 -0.6 -0.3 2.2

（２）同グループ比較

国語 数学 英語

令和７年度 50.7 51.6 52.2
令和６年度 51.4 50.7 50.2
本年度増減 -0.7 0.9 2.0

３　小学校（上尾市全体）

（１）同学年比較

第２学年→第３学年 第３学年→第４学年

全　　体 第２学年

第１学年→第２学年

全　　体 第１学年 第２学年

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

第４学年→第５学年 第５学年→第６学年

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

R6 R7

国語

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

R6 R7

算数
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（２）同グループ比較

４　中学校（上尾市全体）
（１）同学年比較

（２）同グループ比較
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Ⅳ　考察
１　標準スコアの結果から　※標準スコアは全国値の正答率を５０としたときの換算値

（１）小学校

　　ア　同学年比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和７年度 49.1 48.5 48.3 48.6 48.3 48.1 50.0 49.5 51.1 49.7 48.0 47.6

令和６年度 49.4 49.0 49.7 50.6 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3 48.4 48.2

本年度増減 -0.3 -0.5 -1.4 -2.0 -2.0 -0.4 0.2 0.0 2.3 1.4 -0.4 -0.6 

　　イ　同グループ比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和７年度 48.3 48.1 50.0 49.5 51.1 49.7 48.0 47.6

令和６年度 49.7 50.6 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3

本年度増減 -1.4 -2.5 -0.3 1.0 1.3 0.2 -0.8 -0.7 

（２）中学校

　　ア　同学年比較

国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語

令和７年度 50.7 51.4 52 50.7 51.2 51.8 50.7 51.6 52.2

令和６年度 51.4 51.3 50.1 51.4 50.7 50.2 51.3 51.9 50.0

本年度増減 -0.6 0.1 1.9 -0.7 0.5 1.6 -0.6 -0.3 2.2

　　イ　同グループ比較

国語 数学 英語

令和７年度 50.7 51.6 52.2

令和６年度 51.4 50.7 50.2

本年度増減 -0.7 0.9 2.0

　同学年比較では第１学年の数学と英語、第２学年の英語において、昨年度の結果を上
回った。また、同グループ比較では、数学と英語において伸びが見られた。なお、標準ス
コアについては、すべての学年、教科において標準スコアが５０以上であり、基礎的・基
本的な学力は定着していると考えられる。

　同学年比較では第４学年の国語、第５学年の国語と算数において、昨年度を上回っ
た。また、同グループ比較では、第４学年の算数、第５学年の国語と算数において伸
びが見られた。なお、第２学年の算数、第３学年の国語では、標準スコアが５０を上
回った。昨年度よりも数値を伸ばした学年、教科については、学力向上プランや学力
調査結果等を活用するなどして授業改善、学習内容の習熟を図った取組が結果に表れ
たと考えられる。

第２学年→第３学年 第３学年→第４学年

全　　体 第２学年

第１学年→第２学年

全　　体

第６学年

第４学年→第５学年 第５学年→第６学年

第１学年 第２学年

第３学年 第４学年 第５学年
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２　各問題の内容ごとの正答率の結果から

（１）小学校

　　ア　第２学年

　【国語】

【算数】

　場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体をとらえることに課題がある。指導にあたっ
ては、児童の発達や学習の状況に応じて、本や作品の題名、場面の様子を描いた挿絵なども手
掛かりにしながら、誰が、どうして、どうなったかなどを把握することを繰り返して、物語全
体の内容を正確に理解することが重要である。

　計算の方法や、考えの根拠を説明することに課題がある。指導にあたっては、単に問題を解
決することのみならず、問題場面を数や式、言葉、図などと関連付けながら説明する活動を充
実させる必要がある。また、問題の解決過程を振り返り、その根拠を図や式などをもとに説明
することも重要である。
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　　イ　第３学年

　【国語】

【算数】

　文章を読んで感じたことや考えたことを共有することに課題がある。指導にあたっては、文
章の受け取り方が個々の経験や着眼点によって異なることを理解させるとともに、互いの考え
を共有し、自分とは違う他者の視点にある良さに気付かせることが重要である。

　図形を構成する要素に着目して、図形を考察することに課題がある。第３学年の図形の指導にあたっ
ては、辺の長さの相等を意識しながら図形を考察したり、構成したりすることが重要である。特にコン
パスの指導にあたっては、単に円をかくだけではなく、等しい長さを測り取ったり、移したりすること
ができる道具で、長さを比べたりする場面で活用できることを理解させることが大切である。
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　　ウ　第４学年

　【国語】

【算数】

　相手に伝わるように、理由や事例を挙げながら話すことに課題がある。指導に
あたっては、相手が知らないことについて、相手のことを踏まえた上で理由や事
例を選ぶなどして丁寧に理由付けをしたり、相手にとって理解しやすい事例を挙
げたりすることが重要である。

　除法に関して成り立つ性質の理解に課題がある。指導にあたっては、商が同じになる除法の
式を幾つもつくる活動を取り入れるなど、除法に関して成り立つ性質を帰納的に考え、性質と
して言葉でまとめていくことが大切である。また、見出した性質を計算に活用し、その数理的
処理のよさに気付かせていくことも重要である。
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　　エ　第５学年

　【国語】

【算数】

　連用修飾語についての理解に課題がある。指導にあたっては、文を構成する語句に着
目させ、「何を」や「いつ・どこで・どのように」などに当たる語句と、「～する」な
どに当たる語句との関係を明確にし、文の中での語句と語句の係り方について理解させ
ていくことが重要である。

　異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比べ方や表し方についての理解に課題が
ある。指導にあたっては、数量の関係を表した式を形式的に記憶し、活用するのではな
く、一つの量だけでは比較することができない事象に対して、どのようにすると比べるこ
とができるのかを考えたり、数値化することができるのかを考えたりすることが大切であ
る。
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　　オ　第６学年

　【国語】

【算数】

　図形の性質を具体的な場面に生かすことに課題がある。縮図や拡大図の指導にあたっては、対応する
角の大きさが全て等しく、対応する辺の長さの比がどこも一定であることを活用して、日常生活の問題
解決に生かしていけるようにすることが大切である。その際、縮図や拡大図が、日常生活のどのような
ところで、どのように活用されているかを探る活動を設定し、日常生活の場面を図形の視点から捉える
ことができるようにすることも重要である。

　文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文章を整えることに課題がある。指導にあたって
は、文章全体の内容や表現に一貫性があるか、目的や意図に照らして適切な構成や記述になってい
るか、事実と感想、意見とが区別して書かれているか、引用の仕方、図表やグラフなどの用い方は
適切かといった推敲の観点を明確にすることが重要である。
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（２）中学校

　　ア　第１学年

　【国語】

【数学】

　目的に応じて必要な情報に着目して、内容を解釈することについて課題がある。指
導にあたっては、目的を明確にした上で要約に取り組むようにするとともに、要約し
たものが目的に沿っているかどうかを考え、必要な情報を正確に捉えて要約できるよ
うにすることが重要である。

　比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することに課題がある。指導にあたっては、
具体的な事象を式で表し、それらが比例、反比例であるかどうかを判断したり、具体的な事
象を比例、反比例とみなすことによって問題を解決したりする活動を設定することが重要で
ある。なお、活動を行う際は、判断の根拠や解法を説明することができるようにすることが
大切である。
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【英語】

　　イ　第２学年

　 【国語】

　読み手からの助言を踏まえ、自分の文章の良い点や改善点を見いだすことに課題がある。
指導にあたっては、書き手が目的と意図に応じてどのような表現の工夫をし、それはどのよ
うな効果があったかなどについて検討することや、どのように改善するとよいかなど、自分
の書く活動へ生かす具体的な視点を得させることが重要である。

　対話を聞き、必要な情報を聞き取ることや、対話文を読み、文構造や文法事項を理
解することに課題がある。指導にあたっては、相手から聞き取った情報等について、
その情報をもとに適切な語順や語形変化を用いて英文を書く等、領域を統合した活動
を行うことが重要である。
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【数学】

【英語】

　一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することに課題がある。指導にあ
たっては、第１学年の比例、反比例の学習を想起させながら、一次関数の特徴を表、
式、グラフで捉えるとともに、それらを相互に関連付けることで、一次関数についての
理解を深めていくことが重要である。

　対話を読み、場面に応じて対話の流れに合った英文を書くことや、適切な疑問文を用
いて相手に尋ねる英文を書くことに課題がある。指導にあたっては、コミュニケーショ
ンにおける、目的・場面・状況を明確にした言語活動を設定するとともに、正しい語順
や文構造を理解しているかを確認するために、英文を書いて伝える活動を取り入れるこ
とが重要である。
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Ⅳ　まとめ
（１）成果

（２）課題

（３）今後の取組

ア　学力調査結果の効果的な活用

イ　「学力向上プラン」を軸としたＣＡＰＤサイクルの確立

Do

　小学校では、国語における「言葉の特徴や使い方」、算数における「数と計算」など
の「知識・技能」の観点において、正答率が高い。このことは、各校で作成されている
「学力向上プラン」において、学力向上のための授業改善策として、少人数指導や習熟
度別指導などの個の実態に応じた学習形態の工夫や、一部教科の教科担任制などに継続
的に取り組んできた成果であると考える。
　中学校では、国語、数学、英語のどの教科においても「知識・技能」の観点において
正答率が高く、学力向上プランに基づいた授業改善や、個別最適な学びや協働的な学び
を軸とした、主体的・対話的で深い学びの実践が進められていると考えられる。

　小学校の国語や、中学校の国語、英語における「書くこと」の領域に課題が見られ
る。
　国語の「書くこと」においては、授業の中で、伝えたい目的や相手に応じ、事実と意
見を区別して構成を考え、根拠を明確にして自分の考えを書く活動を繰り返し行うこと
が重要であると考える。また、中学校における英語の「書くこと」においては、語句や
文法を適切に活用し、事実や自分の考えを、論理的な構成で正しく伝えられるよう指導
することが重要であると考える。

Act

Plan

上尾市学力調査結果から、各学年の学習内容
の定着の様子や取組の成果を分析する。

各学年で取り組むべき課題を焦点化し、年度
内に手立てを講じる。

授業改善の視点や具体的な手立てを検討し、
4月から実施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

Check

国・県の学力調査で、自校の課題や学力の伸
びを分析する。

問題を解くために求められる力や学力の伸ば
した取組を把握する。

学力を伸ばす手立てを検討し、１０月から実
施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

　各校では、学力調査結果を基に、児童生徒一人一人の課題を的確に把握するととも
に、学力調査分析結果を効果的に活用するなど、よりきめ細やかな指導が実施できるよ
う授業改善を行う。
　上尾市教育委員会では、学力調査結果から焦点化された課題について、具体的かつ効
果的な取組が行われるよう、「学力向上プラン」の内容について精査する。さらに、学
校訪問や研修会等を通じて、各校で作成された「学力向上プラン」を踏まえ、教員一人
一人が学習指導の工夫・改善を図ることができるように積極的な支援を行っていく。

　４月及び５月に実施される国や県の学力・学習状況調査と、１２月及び１月に実施さ
れる上尾市の学力調査のそれぞれの結果に基づき、各校で作成されている「学力向上プ
ラン」の見直しを年２回行う。定期的に「学力向上プラン」を見直すことで児童生徒の
状況を的確に把握し、教育課程の編成や学習指導の工夫、改善を行うなど、課題に対し
て早期に改善策を講じることができるようにする。

Act

Plan

Do

Check
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